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1月22目、お忙しい町長のスケジュールの隙簡を縫うようにして、

やっとの思いでお話し"Cきるチャンスを得ることができました。学

習会としては2度目でしょうか、今日は、もう 2年越しであれこれ

考えてきた“宗の絵葉書"の収J益金の有意義な活用方法についての

相談に来ています口いざ、実況中継といきたいところですが、話し

の内容は多岐にわたりましたので、かいつまんでお知らせします。

f首]自主長さんノミ../，こちc;主‘喝唖.

<-.ー

ぜ
弘
ι

立泉のその後・・・二三か村泉の清掃で出たゴミの;設は凄まじいもの

でした。しかもまだ、あと数回は必要。その持の、清掃費用に収益

金を充当してもらいたいとお願いしました o 町としても、自然;を守

ることに積極的にかかわっていきたいとのこと、また照葉の森作り

の一環として、運動公爵〈西の将)や盟iが蜂の道ぞいなども横樹は

烏のことを考えて実のなるものにする事が検討されているそうです。

O 

3 

0丹、輔

長
室
涌
か
ま
持
軍

-泉のゴミも、できれば町民ぐるみの清掃をと考えた

が、そういうレベルを越えていたのでまずは機械でということになっ

たそうです。さて、ゴミといえば、町でも袋の導入で随分ゴミが減っ

たそうで1¥これから 3分別、 4分別、となる時にはもう少し説明

を徹底して欲しいことなど、会員からの意見を伝えました。ま，--"

リサイク)1;の徹底を製造メーカーにたいして義務づけることを、町

からも留に要望して欲しい旨、伝えました。

女ゴミ・

カリサイクル・砂・外出入〈短期滞在〉のために不用品を脅さんか

らいただいていますが、保管場所に闘うていますり町のどこかの場

所を使わせていただけたら嬉しいのですが・

よ乙



/J'・ 9 ・然{呆護の懇談会を開いて欲しいのです泉、

あっというまに、時間がたっていました O 最後の 2つはお願いにと

どまっましたO さ、っくばらんにお話しできたことが、最大のj高架。

コミ斗ニケーションが大事という実感です()ffiT長さんありがとうご

(Y ) 

1月27自 開会報告

・平成10年には、IDlケ時公閣への道路が完成

環境に対する配騒がなされているかどうか見守っていきたい。

・1月22臼 和田町長との懇談会実艦(泉の保全、キャンプ場の整舗

計画について〉町長も大変興味を持って話し合いが選んだ。今すぐ、形

になってあらわれるものではないが、今後も私たちの声を麗ける事i土、

意味のあることだと感じた。

・今年度、 「くらしむ学習会jの運営方法について

“2人 i組で、 3か月自ーテーションで行う“という案について、次@J

の開会までに考えをまとめること。。

2月8自に「くらしの学習会j前代表、丸井さんが、重信町来訪

P開 1: 0 0より、持さん宅iこで、四方山話iこ花を咲かせました。

(K ・0)
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叩
出

a

住
民
参
加
に
一
M
h
り
川
叫
ん
一
口

ろ
と
仕
事
が
や
り
に
〈
く
か

る
、
と
，
圧
力
H

が
か
か
っ

た
せ
い
ら
し
い
む

こ
の
結
川
市
、
住
民
参
加
を

具
体
的
に
ど
こ
ま
で
認
め
る

か
な
ど
の
詳
細
は
例
に
よ
っ

て
、
早
け
れ
ば
今
秋
の
施
行

ま
で
に
つ
く
ら
れ
る
政
令
任

せ
と
な
っ
た
。
市
民
活
動
を

紋
迭
す
る
旧
来
の
ほ
が
間
体

質
が
今
後
、
フ
タ
を
聞
け
た

ら
濁
仮
に
偽
り
あ
り
に
す
る

危
険
性
も
あ
る
わ
け
だ
。
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仰
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立
f
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ま
b
J
4

究
ニ
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寝
川
の

R
J
J
、
す

A
'
J
d
E
E院
A
X
d
B
L
E

桐
一
間
大
淳
一
一
川

間
に
反
対
し

ト
仁
志
L

喝、J
Y
4
4
F
」
一
-
午
、
品
9
9

て
い
る
「
削

t
-
t
r
E
C
ゴ
h
r
H寸
J
4ん
、

吃

出

川

キ

ャ

ン

プ
イ
ン
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
の
間
出
一
皮
さ

ん
の
よ
う
に
、
「
闘
に
二
年

間
も
住
民
参
加
ス
タ
f
ル
の

円
前
一
会
議
合
し
て
い
る
が
、

形
ば
か
り
の
感
じ
っ
今
後
も

同
り
で
は
窓
味
な
い
ー
一
と
い

う
健
疑
河
川
も
あ
る
c

環
境
著
視
と
住
民
参
加
型

川
づ
く
り
活
動
を
現
に
先
回

り
し
て
い
ろ
市
民
同
体
「
多

段
川
セ
ン
タ
ー
」
の
金
子
同

さ
ん
や
「
よ
こ
は
ま
川
を
考

え
る
会
」
の
森
消
初
六
え
も
、

「
情
報
公
開
や
地
万
分
権
の

度
合
い
Jfru
っ
と
却
化
ず
べ

き
だ
」
と
注
文
を
付
け
る
。

国
会
内
で
は
民
主
党
ち
対

策
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

が
、
身
近
に
あ
石
河
川
が
よ

り
安
全
で
生
活
用
水
と
し
て

役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
出

重
な
自
然
資
限
と
し
て
次
川
一

代
に
縦
ぷ
で
き
る
よ
う
、
法

環
境
護
視
、
住
民
参
茄
方
式
の
導
入
を
岬
泊
り
込
ん

だ
河
川
法
改
正
案
が
、
今
国
会
に
提
案
さ
れ
た
。
河

川
持
政
転
換
の
第
一
歩
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
巡
用
な
ど
に
課
題
が
多
い
。
一

解
説
部
霊
山
師
事
彦

d

柱
に
一
環
境
保
全
一

河
川
法
の
大
改
主
は
一
九

六
四
年
以
来
で
、
改
正
案
の

，
第
~
の
柱
で
あ
る
境
問
何
重
視

と
い
う
の
は
、
法
の
目
的
に

‘
「
環
境
の
強
備
と
保
全
」
を

付
け
加
え
」
A
さ
と
だ
。

、
何
を
今
更
と
思
わ
れ
そ
う

だ
が
、
河
川
法
の
現
在
の
目

的
は
斗
治
水
い
と
「
利
水
」

だ
け
。
い
く
ら
今
日
の
河
川

が
う
る
お
い
あ
る
水
辺
空

間
、
多
様
な
生
き
物
の
生
息

環
境
と
し
て
貴
重
で
あ
っ
て

も
、
法
的
に
は
濁
境
対
策
は

不
要
だ
っ
た
。

む
ろ
ん
市
建
設
者
は
現
在

は
、
国
の
管
理
す
る
全
国
百

九
水
系
の
一
級
河
川
に
「
環

埼
整
備
基
一
本
計
画
」
を
設
け

た
り
、
自
然
破
壊
と
評
判
の

悪
い
コ
ン
ク
リ
1
1小一一一面接

り
の
河
川
改
修
も
極
力
改
め

「
多
自
然
型
河
川
」
づ
く
り

に
励
ん
だ
り
し
て
い
る
。
を
き

し
か
し
、
長
良
川
河
口
授

の
建
設
問
題
で
は
特
に
、
こ

う
し
た
法
体
系
や
開
発
至
上

主
義
の
体
質
が
市
民
団
体
な

ど
か
ら
集
中
攻
撃
さ
れ
た
。

加
え
て
河
川
審
議
会
の
答
申

が
昨
年
夏
、
議
境
へ
の
配
慮

を
求
め
た
の
に
続
き
、
暮
れ

に
は
住
民
参
加
方
式
の
大
切

さ
を
強
調
し
、
今
回
の
抜
本

的
手
直
し
と
な
っ
た
。

現
在
の
基
本
的
考
え
方
や

具
体
的
工
事
内
宥
を
定
め
た

「
工
事
実
施
基
本
計
凶
ー
を
、

「
河
川
護
備
基
本
方
針
」
と

具
体
的
内
容
の
「
河
川
山
田
備

計
画
」
に
分
け
、
接
出
附
計
問

実
の
作
成
に
「
公
聴
会
の
開

催
等
関
係
住
民
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
摘

躍
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
・
り
な

い
」
と
す
る
。

河
川
局
に
よ
る
と
、
都
市

計
間
な
ど
で
私
権
制
限
に
及

ぶ
場
合
以
外
に
、
公
共
事
業

の
計
画
案
‘
つ
く
り
段
階
に
ま

で
住
民
参
加
V
V
一
試
み
る
の
は

ザ

ラ
稀
有
の
猶
置
。
歓
迎
の
手
紙

や
フ
ァ
ク
ス
が
、
自
然
保
護

団
体
か

ι
?司
祭
い
込
ん
で
い

る
と
い
う
3

看
板
倒
れ
の
危
険

各地で進む「多自然型河JIIJづ
くり (JII崎市のニヶ領本)11で)

し
か
し
、
一
方
で
は
、
批

判
や
注
文
も
多
い
。

批
判
の
一
つ
は
、
住
民
参

加
を
「
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
」
に
限
定
し
て
い
る

点
。
河
川
局
で
は
「
あ
ま
b

細
か
な
計
画
ま
で
い
ち
い
ち

住
民
参
加
方
式
に
す
る
必
要

は
な
い
と
い
う
意
味
。
大
半

は
参
加
し
て
も
ら
う
」
と
い

う
が
、
答
申
の
後
退
だ
と
い

う
不
満
が
少
な
く
な
い
。

こ
れ
は
、
公
共
事
業
を
担
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